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　最近，有配武郎の未発表の日記，書簡が公表された．瀬沼茂樹氏が「文学」（昭和三十九年三月）
に，「有配武郎の未発表「軍隊手帖」」と題する明治三十五年の手記を発表され，「国文学」（昭和三
十九年八，九月号）に，「有島武郎未発表書簡四十六通一外遊時代」を発表されたのかそれである．
なお同氏は，有島の未発表書簡について，「外遊関係以外にも見つけてあるが，私の仕事の進捗に
つれて，次の機会に発表することにしたい」（「国文学」昭和三十九年八月号）と述べられ，また同誌
九月号でも大体同様の予告をされている．
　有島武郎に関する未発表資料が公開紹介されれば，彼の伝記の空白部分か埋まり，あるいは作品
の解明に重要な足がかりのつけられることも考えられて，発表時期の一日も早からんことが望まれ
るのである.
　「観想録一日記－」と名づけられた有配日記の原形については，瀬沼茂樹氏が，「有高武郎伝,３」
　（「文芸」昭和三十八年十-一月号）で解説されている．これによると，現存の日記第一巻の前に二冊あ
ったことが知られるが，いずれも有配「自ら破棄したもの」と推定されるのである．したがって，
全集（1）所収の第一巻から第二十一巻までの日記と，「最後の日記」と題する一九二-一年十一月九日
から，一九二二年九月十二日までの日記の断片，それに，「遺された手帖から」と題する一九〇一
年七月二十三日から，十月十日までの日記，ならびに，一九〇七年八月四日から同月二十九日まで
の日記が有島ののこされた大部分の日記ということになる．
　有島武郎の日記は，「まれにみる真率さでつらぬかれた人間形成の，自己発見の厳粛な苦闘史（2）」
とか，「その几帳面で誠実な人と,なりを知る.ことのできる丹念な人間記録（3）」などと評価されてい
る．日記の要素に記録性と自照性を取上げるならば，たしかに両者を質量ともに兼備したhuman
documentとして近代作家中でも出I色のものである．
　ただし，二十三年間にわたる丹念な記録にも記載そのものについていえば精粗の差がみられる．
たとえば，一八九七年（明治三十年）の五月は，一日から三十一日まで欠かさず記録,してある．が，
翌一八九八年（明治三十一年）五月は，十六，二十七の両日の記録のみであとは全く記述がない．
そればかりでなく，一九一一年，一二年の二年間と，一九一四年，一五年の二年間と二回にわたる
ブランクがあるなど，必ずしも均質な記録がのこされているわけではない．このような記載の欠落
部分は，学生時代の自習の多忙さや所懐の枯渇（一八九九年十二月十七日　日記）あるいは，「暇をみ
て，古い日記を読江大学時代に於ける私のセンティメンタリズムと無学が恥かしくなる．落涙し
さうになり;　日記を火に投じた」（一九一六年四月七日　日記）‘などの理由も考えられよう．
　日記の内容からいっても，一八九七年の日記は全体として備忘録の傾向が認められ，交友関係，
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参禅, Bible Class, 読轡等のメモが多い．淡文句調の文体も筆者の若々しい生気を感じさせる．そ
れが，年次にしたがい備忘録的要素から自己告白，霊肉の苦悶という有心の内面の闘いの記録へと
変化し深化拡充している．
　やや唐突だが一一明治三十六年八月，有心が波米の目的で横浜港を出港した翌日の日記に，「猪
股君と余とは亦宗教，文学，社会主義に就て語った」と書きとどめている．「象徴的」という特別
な括弧づけで表現すれば，有心の精神構造の深層部に，宗教と文学と社会主義が鼎足をなしていた
と考えてよい．なかんずく，札幌農学校在学時代の有心の精神形戊上，宗教（キリスト教）を看過
することは不可能である．ここでは，有島とキリスト教の究明に問題を設定するのではない．が，
キリスト教と無縁にしては考究できない有島の社会的関心-ことに貧しい者に対して寄せた関心
の様相一一一を，彼の青年期（明治三十年から三十六年外遊以前までに限定）の日記から探ってみた
い．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
　ここに結論的でなくきわめておおざっぱにいえば，「白樺」の中心的存在であった武者小路実篤
をはじめ，他の同人が捨象した社会的関心，ことに自己の出自と対肛した貧困階層に同情し，その
将来にこだわりをもちつづけたのが有島武郎ではなかったかと思う．三好氏が「しいたげられた哨
巷の人に寄せる同情（4）」と書かれ，紅野氏が「有島はさらに貧困という条件を加味した（5）」と書か
れたのも類縁な事柄の指摘である．ともあれ．胃年期の有島が寄せた社会的関心の所在は何か．問
題の追求はその確認からはじめられねばならない．かなりの空白と欠落部分をもつ日記から拾いあ
げた関心の対象は．
　　　　労働者に対する関心
　　　　遠友夜学校に対する関心
　　　　貧民に対する関心
　　　　一般的社会事象に対する関心
をあげ得る．ただし，これら諸項目は相互に関連し合う性質を有している．有島が遠友夜学校に寄
せた関心とその後の実践は，彼の貧民への同情と無関係にはあり得なかった．製糸工女の非人間的
な搾取に対する公憤は，日本資本主義の発達とうらはらな関係に置かれた労働者の低賃銀一貧困
-をぬきにしては考えられない．「生れ得て平和なる家庭に温くはぐくまれ」だ有島は「貴族的
轄傲な起居」を習慣とし，「不足なきまでに宦んだ」上回階級を出自とした．武者小路実篤は自己
の属する階層を特権なりと肯定し，居心地よい高みに座して「自己のため」を宣言した．（武者小路
実篤「桃色の室」参照）個性をあくまで尊重しようとする強烈な自我意識の発現にほかならない．有
島は自己の階層を特権化し得なかった．その貴族的生活に不快感を党え（一九〇三年一月八日　日記）
うしろめたさを常に抱かねばならなかった．
　有島の労働者に関する記載は一八九八年（明治三十一年）一月三臼にみられる．痔疾の手術のた
め関場病院に入院した彼は，同皇考の中に負傷した炭鉱夫達がいるのを知り，次のようにしるして
いる．
　　向側には炭鉱の人の汽車に於て負傷せしもの多し彼の汽車の連結甚だ危険なるが如し．炭鉱
　たるもの大に鑑みずんばある可からざるなり．
　これを有烏の労働意識ととるのはどうであろう馳むしろ，負傷者に対する同情，ならびに人道
的立場から会社の労務管理の不手ぎわを非難したものととるべきではなかろうか．
　一九〇一年（明治三十四年）四月二十二日の日記には，信州諏訪の製糸女工の歌九箆を引用し，
「詩人は汝の口を閉ぢよ，汝の筆を折れよ．かくて此大詩才の悲歌に聞けよ.」と結んでいる．周
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知の通り「日本の下層社会」の著者，横山源之助は明治二十九年前後の日本の製糸女工について．･
　　余嘗て桐生足利の機業地に遊び聞いて極楽，観て地獄，職工自身が然かく口にせると同じく余
　も亦だ其の境遇の甚しきを見て之を案外なりとせり，而かも足利桐生を辞して前橋に至り，製糸
　職工に接し更に織物職工より甚しきに驚ける也．労働時間の如き，忙しき時は朝床を出でて直に
　業に服し，夜業十二時に及ぶこと稀ならず，食物はワリ麦六分に米四分，寝室は豚小屋に類して
　醜晒見るべからず］と報告している．　　　－
米は南京おかずはあらめ何で糸目が出るものか．
製糸工女も人間でござる責めりや泣きます病みや宸ます．
板になりたや帳場の板に成りて手紙の中見たや．
親が病気ぢや御旦那様よどうぞ外出ゆるして欲しや.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(一九〇一年1匈1二十二日記載の歌九篇中より抜粋)
　有島が「悲歌」と書きつけたこれらの俗謡は，粗悪な食事，轡信の干渉，労働の強制，外出の制
限を訴えるもので，先に引用した製糸職工.の境遇をあます所なく裏書きする．ここで有島が，いわ
ゆる「女工哀史」をとりあげたことを直ちに社会主義思想と結合させ，あるいは，社会主義的なも
のへの同調と結論することは性急に過ぎよう．この時期の有島のinterestは宗教と文学であっ尤.
　　（一九〇一年五月十二目　日記）もっとも，「是れ余にとりて余り好き徴好にあらず」と反省し，自分
に一層堅実の精神が生じたならば，「社会的の種々なる現象にー層の注憲を払ふに至るべし」と微
妙な心境を述べている．いずれにしろ目庇LLからは積極的な社会主義への接近はみられない．
　一八九九年四月二十三日の日記に，この朝一見して生活困窮者とわかる老婆に出会った有島は，
言辞を迪ねて老婆の悲惨と不幸に同情する．そして，次のように書きつけた．
　　嗚呼，而して見よ，汝の眼を挙ぐる処，不義の財によりて富めるものの邸宅は，恰も山の如く
　巍然たるにあらずや．されども老婆よ，我が祖母よ，徒らに浮世の汝に辛きを思うて汝の業を休
　む事勿れ．汝は此世に苦しむものなれども，亦神の子なり．いそしめよ，怯むな………我を見よ．
　我も亦心に於て汝よりも貧しきものなり.」
　社会悪の結果としての貧富の懸隔を認める有島も，そのよってくる根源を追求しようとはしてい
ない．自己の階層もここでは問題にされない．有島が老婆に寄せた同情は「心貧しき者」として神
の前に「汝と我と境遇の全く同じ」が故であったのである．信州の製糸女工に寄せた有島の関心
は，これとはやや性質を異にする．産業資本家（搾取者）と労働者（被搾取者）との不合理な利害
関係のもたらす悲劇一前近代的な労資関係の帰結としての悲歌一に着目した点は若い有島の社
会的関心の進歩性を示すものとし.て注目してよい．しかし，ここで示した有島の関心は，例えば横
山源之助が行った近代産業機構の分析と，労働者の実態調査に基いた社会批判といったものではな
い．もちろん，論文と日記の異質性を混同するものではない．「大詩才の悲歌」を聞こうと譜:きつ
けた有,烏に，青年･の情熱と社会正義感，または，キリスト教的ヒューマニズムを見出すことは誤り
であろうか．　　　　　　　　　　　　　　　　．
　女工哀歌を収上げた同じ年の五月十二日の日記に，雇大の奨励会を見物に行った有島の感想が書
かれている．日本の商家の伝統的風習として，雇入には盆と大晦日の二回しか自由な行動か許され
ていない．これは永く剛守すべきものでなく，適当な休息日を与･えるべきだと批判する．しかし，
有島の休日設定の目的は労働者の権利の確保としてでなく，休日を持ち得ることによって「地上よ
り天上に向はしむる」心を養うことであった．
　一九〇三年二月六日，有島は本郷の中央会堂で社会主義演説会を聞いている．演説者には，斯
波，堺枯川，幸徳秋水，木下尚江，片山潜，安部磯雄等がいた．聴衆の多いのに驚き，「パンの要
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求が如何に多きか」を知った．にもかかわらず，有烏の中心的課題は，パンによる人間救済でな
く，宗教に導かれた人間改革であった．人間は「己れの傷を癒す前に先づ人の傷を癒さうとして居
る．元来宗教問題……に
はるるに拘らず，事実は反対で，社会問題には耳を限け［既を聳てながら，一層中心的の問題には些
少の注意をも払はぬ人が実に多いと思ふ.］（一九〇三年二月六日　日記）というのが，この時期の有
島の人間認識であり社会意識であった．キリスト教の根本思想を丁愛」の問題として受けとめた有
島は，神の摂理としての同情を可能な限りそそごうとする．（一九〇三年-･月二十五日　日記参照）ｲ胞
方，内村鑑三の「求安録」から学んだ人類の辿帯責任の理から下層社会への実践的な挺身（貧民窟
のこと＜一九〇一年四月二十一日＞貧民の救済＜一九〇三年四月二十－･.日＞）を志向している．遠友夜学校
への関心もその一つであった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３,●
　遠友夜学校は，明治二十七年一月，当時札幌農学校教授であ･つた新波戸稲造によって設立され，
貧民児童ならびに晩学の子弟のための普通教育を目的とした(7)有島武郎と遠友夜学校の関係につ
いては，山田氏の論文「有島武郎と札幌遠友夜学校」が詳細をつくされている．明治三十六年まで
の有島日記にあらわれた遠友夜学校に関する記載は四か所で，最初は一八九八（明治三十－･）年二
月二日にある.
　……-ﾋ吋
　字，而も責任を以て書かんとする時は苦痛甚だし．素養なきも亦一原因のみ．
　この時，有心は二十一才で，札幌農学校の本科二年級の生徒であった．年譜には(8)明治三十一
年の項に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　遠友夜学校々歌（1）
とあり，有局の作詩のようにしるしてある．事実，「遠友夜学校々歌」と題して九節からなる校歌
が全集に所収されている．（新潮社版「有島武郎全集」第一ぎ）が，日記の「夜学校に於て謡はす可き
唱歌」がこの校歌であったかどうか明らかでない（9）.
　二度目の記載は一八九八（明治三十一）年四月二十四日.
　……夜学校等にも誕至りて，己れ丈けにては十分のsympathyを表し得たりと為せり………
　という，やや文意の不明瞭な一節かある．これは，困剣の経験かない者には他人に対して真の
sympathyを寄せることができないと大島先生（札幌農学校助教授大島金太郎）から聞き，自覚した有
島が「努めて人の困顛辛苦の跡に耳を傾げ」（-一八九八年四月二十四日　日記）ようと，貧民のための
夜学校へしばしば足をふみ入れたことを述べたものと推定される．この時期の有島は「幼時より幸
福なる家庭の下に長し嘗て悲惨の事に会は」（一八九八年三月八日　･日記）ないで育った生活体験をキ
リストの摂理に照らして苦悩している．すなわち，マタイ伝の山上の垂訓「富める者の天国に入る
は難し」のことばは，なまじ上.流階層の与権として「財産」があるだけに有島は痛苦を感じなけれ
ばならなかった．三十一年十二月三十一目の日記に，『r貧乏人，無智の人，罪人，嗚呼窮せざれば
基督の酒宴に侍するものなきか如し』とは実に真理なり」と轡きつけたのは，その間の経緯を語る
ものである．ともあれ，二月二十五日の日記に「宗教の必要を益々信じ」と書き，青年の血気は
　「火の如き熱涙を無単の人に疏ぐ」ことであり，「願くば一小善事をも求めてこれを為さん」と決
意した有島の信仰への傾斜が，貧民救済を主目的とした夜学校への数度の訪問となったと考えても
決して不自然ではない．
　明治三十二年八月十七日の記載か三回目．四回目は，明治三十六年六月三十日に次の如く記述し
てある．（長い引用になるが，ｍ要な問題を含んでいるので関係部分だけ全文を転載する）
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　　後州談に移りて夕刻に及び共に打連れて夜学校に到りぬ．余が札幌に来りて見んとしたりし三
　者あり．－は末光，－は足助及び一は瀬川なり．今夜は余，瀬川に遇ひ得可きなり．余の心中に
　は云ふ可からざる歓喜満ち充ちぬ．到れば彼所は依然として旧の優なる夜学校なり．余の心は莫
　に衷より躍りぬ．茲には真而目なる勉学の行はるゝ所なり．所謂上流社会の人は多く云ふ「人に
　は否定し得可らざる自然の階級あり．貧者は到底貧者として労働者は到底労働者として共生を終
　ふ可きのみ．なまじひにこれを注ぐに知識を以てするは，徒らに彼等の苦痛を増加せしむるに過
　ぎず，頭を以て働く階級あり．手･と足とを以て働く階級あり．換言すれば，上.流と下流との階級
　あり．以て甫て社会を組成することを得可し．無差別の境界は云ふ可くして而も実行し得可き所
　にあらずと」．焉んぞ然らんや．焉んぞ然らんや．嘗て教育の必要を説かれず，嘗て学術の趣味
　に接せず，而も赤児の乳を慕ふ如く此学校に集り来る貧児あるは何ぞや．嗚呼，我が天父何ぞ人
　を爾か･く価値なきものとして造らんや.学ばんとするものをして学ばしめよ，共に手を取る事は，
　然り我等同胞同じき立場にありて，共に手を取る事は如何によきぞ．
　支配階級の独断専横，社会の不合理，教育の機会の不均等を述べたものであることは一読して判
明する．と同時に有島のこの社会批判にｍね合わしてマタイ伝の「己のごとく汝の隣を愛すべし」
の一句を見のがすことはできない，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
　有烏とキリスト教の関係は，「真実の意味でキリスト信仰が成り立っていなかった(10)」と信徒の
立場から批判する見解を含めて未解決の問題が多い．キリスト信徒でもなく，キリストの教義にも
暗い私にとって，この解明はきわめてやっかいな問題である．ただ，有島日記から読みとる範囲で
は，あきらかに敬けんなキリスト教徒たろうと真摯に努力する青年有烏の人間像を否定することは
できない．
　労働者，貧民，遠友夜学校等を通じて有島が貧しい者に寄せた関心の諸相を考察してきたか，そ
のいずれにも共有する根本精神に，キリストの「隣人愛」を見いだすことができた．明治三十二年
二月「我が家に断然基督教信者となるの許しを乞」うた（二十一日）彼は，四月十七日の日記に
　　余は家に帰りて再び聖書を読み，山上の巫訓の処を読みレ義者の上げらるるを見て何とも云へ
　ぬ心地となれり／
　と書いた．それから三年後（明治三十五圧）の在営回想録（その前年，一年生志願兵として第一師団歩
兵第三連隊に入営している．この軍隊生活での記録）にも．
　　全能の主よ，爾は我独りを創り給はず．我をして愛せしむべく我が隣人を賜へり（十一月十五日）
と書きとどめている．
　腐敗洞濁した不幸な社会現象，人類の罪悪これら全ては人類全休の連帯責任であると，内村鑑三
より教示された（一八九八，十二，三十一，一九〇二，十二，三十一，一九,０三，四，二十―等の日記参照）
有島は，覚醒せるもののつとめとして宗教的課題を実践窮行しようとするのである．
　一八九九年四月二十三日の日記に次の記載かおる．札幌農学校の運動会に興を添えるため中学の
生徒に夜間，音楽の練習をさせているのを目撃した有配は，「我が心慄然として涙なき能はず．嗚
呼，神より来れる無邪気清浄なる嬰子を育するものも人にして，毀つものも人なり．……ｲ可等の無
分別ぞ．何等の罪責ぞ.」と書いている，教育問題としての考慮に先行した有島の倫理をここにみ
ることができる．パンによる救済よりも，信仰による個人の改革一一と前に述べた．労働者，雇
人，老婆，製糸女工，遠友夜学校等について考えられることは，労働問題，社会問題としての有烏
の理解を全く無視するわけではない．しかし，その底流に有島のヒューマニズムとさらに深く牛リ
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ストの「愛」の精神を認めなければならない．貧しき者に寄せた有島の同情の根底には，かかる信
仰とそれに支えられた生活倫理かあったのである．
〔注〕
１　新湖社版　有几武郎全集（昭和四年～五年刊行）
２　山田昭夫氏　「有島武郎と札幌遠友夜学校」（国語国文研究，昭和三十五年二.月）
３　瀬沼茂樹氏　「有島武郎の未発表「軍隊手帖」」（文学　昭和三十九年三月）
４　三好行川氏　「有島武郎」（国文学　昭和三十四年二月号）
５　紅野敏郎氏　「有島武郎一「星座」覚え椙:一」（明治大言文学研究　十八号）
６　横山源之助著　「日本の下層社会」（昭和三十六年六月　岩波文庫），
７　注２参照
８　注１企集の第十巻掲載の年譜
９　遠友夜学校校歌については瀬沼茂樹氏「有島武郎伝３」（文芸　昭和三十八年十一月）に，田中潜氏の
　説を引用して全集所収のものは中里介山の作詩で有島の作詩は「奨励歌」･といわれるものだという説明か
　ある
10　佐古純―郎氏　「「背教文士」としての有島武郎」（解釈と鑑賞　昭和三十二年八月号）
へ
(昭和39年９月30日受理)
